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新型コロナウイルス感染症にかかわる対策への緊急要望

　新型コロナウイルス感染症をめぐる状況が日々変化する中、対応にご尽力いただき心から敬意を表します。
　新型コロナウイルス感染症は、３月１１日現在、大阪府内で８０人の人がり患し、高槻市でも、３人の方がり患されています。感染された方の１日も早い回復を願います。
　政府が発した学校への臨時休業要請により、学校現場はもちろん、児童、生徒、保護者や、保護者が働く企業、事業者などに大きな混乱をもたらしています。３月２４日までの休業で子どもと保護者から不安の声が上がっています。
　また、高槻市内の飲食業や生花店などから年度末の行事などが相次いで中止になり、このままでは営業が持ちこたえられないの声もあります。高槻市として、国や大阪府に要望するとともに、市独自に対策をとっていただきますよう次の事項を要望します。

１、検診と医療
・国民健康保険料を支払えず資格証明書のみの発行となっている世帯に、保険証を発行すること。

２、子どもと教育関係者の権利を、できるだけ保障する。
・休校に伴い、安全な場所の提供として、子どものために、校庭を開放すること。
・学校での自習を希望する生徒のために、給食を提供すること。
・学校給食中止に伴う、生産農家、食材納入事業者への損失補填を実施すること。

３、市の体制強化など
・保健所など、経験者を確保し、市民からの相談体制を強化すること。
・休まないといけない市の非正規職員、アルバイトに対して休業補償を講じること

４、雇用や損失補填への相談窓口設置を
・大きな損失を受けているフリーランス、個人事業主、中小零細業者に対して損失に見合う直接支援を国・府とともに行うこと。
・派遣切り、雇い止め、無給の休暇が強要されないように、相談窓口を設置すること。

５、国に、抜本的な財政措置を求めるとともに、市としても、迅速に対応するために、補正予算を含む緊急の財政措置を講じること。
